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今月の主な内容

4
今月の表紙
　生石高原に春を告げる山焼きが 3月 17 日に行
われ、雄大な山焼きを一目見ようと多くの観光
客らでにぎわいました。【16 面に関連記事】
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昨
年
、
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

と
呼
ば
れ
る
デ
フ
レ
対
策
等
の
経
済
対
策
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
円
安
等
が
好
感
し
、
株
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
実
態
経
済
は
依
然
と
し
て
、
厳
し
い

状
況
で
あ
り
一
日
も
早
い
景
気
の
回
復
を
願
う
と
こ
ろ

で
す
。

国
の
補
正
予
算
の
事
業
と
し
て
、
野
上
中
学
校
大
規

模
改
修
事
業
を
は
じ
め
、
町
道
平
中
通
り
２
号
線
改
良

事
業
、
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事
業
、
基
幹

農
道
整
備
事
業
、
更
に
は
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促

進
事
業
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
新
年
度
施
策
で
あ
り
ま
す
が
、
中
学
校
給
食

は
、
昨
年
か
ら
始
め
た
美
里
中
学
校
に
続
き
、
新
年
度

よ
り
野
上
中
学
校
で
も
実
施
し
、
町
内
小
中
学
校
全
て

で
実
施
す
る
事
と
な
り
ま
す
。
町
営
住
宅
福
井
団
地
新

築
事
業
で
は
、
８
戸
を
建
設
予
定
で
す
。

若
者
に
定
住
し
て
頂
く
た
め
、
新
築
や
増
改
築
さ
れ

る
若
年
世
帯
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す
る
定
住
支
援

策
で
は
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
対
象
金
額
の

引
き
下
げ
等
の
変
更
を
行
い
ま
す
。
こ
の
他
、
過
疎
集

落
再
生
・
活
性
化
支
援
補
助
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
集
落
支
援
員
の
配
置
、
き
み
の
婚
活
支
援
事
業
に
よ

り
、
定
住
促
進
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
基
地
局
建
設
事
業
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
の
新
規
事
業
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
し
て
道
路
や
橋
梁
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策
や
農
業
経
営
支
援
等
、
ま

た
、
子
ど
も
医
療
費
や
学
童
保
育
等
に
よ
る
子
育
て
支

援
、
更
に
は
、
健
康
づ
く
り
事
業
や
福
祉
事
業
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
（
３
月
５
日　

議
会
開
会
）

町　長

寺　本　光　嘉

予算総額　110億989万円（前年度比 3.9％増）

会　　計　　別
平成 25 年度
当初予算額

平成 24 年度
当初予算額

増減率

金額 率（％）

総　　　　　額 110億 989万円 105億9,955万円 4億1,034万円 3.9%

一　般　会　計 71億2,000万円 68億2,700万円 2億9,300万円 4.3%

特　別　会　計 37億4,855万円 36億4,256万円 1億 599万円 2.9%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 15億1,183万円 15億2,700万円 △ 1,517万円 △1.0%

国民健康保険診療所事業特別会計 8,268万円 8,749万円 △ 481万円 △5.5%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億5,208万円 3億5,707万円 △ 499万円 △1.4%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 15億7,804万円 14億3,138万円 1億4,666万円 10.2%

のかみふれあい公園運営事業特別会計 4,178万円 4,249万円 △ 71万円 △1.7%

農業集落排水事業特別会計 2,690万円 2,617万円 73万円 2.8%

野上簡易水道事業特別会計 4,857万円 5,074万円 △ 217万円 △4.3%

美里簡易水道事業特別会計 1億 667万円 1億2,022万円 △ 1,355万円 △11.3%
企　業　会　計

公営
企業

上水道事業会計
（収益的収支と資本的収支の合計額）

1億4,134万円 1億2,999万円 1,135万円 8.7%

平成25年度　予算総額110億989万円
　平成 25 年度の当初予算が第 1
回定例議会の審議を経て決まり
ました。
　このうち一般会計予算は、71
億 2,000 万円で、前年度比 2 億
9,300 万円増、率にして 4.3％増と
なっています。

□分担金及び負担金ほか
　分担金及び負担金、使用料及
び手数料、財産収入、寄附金、
繰入金、繰越金、諸収入

□地方譲与税ほか
　地方譲与税、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡所得
割交付金、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車
取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金

（単位：万円）
会　計　別　予　算　額

一般会計予算
71億2,000万円

平成25年度　当初予算決まる
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主　要　事　業（一般会計）
新 は新規事業。それ以外は継続事業です。

1．みんなでつくるまちづくり
新　集落支援員の配置	
	 292万円
新　過疎集落活性化支援事業
	 240万円
新　吉野集会所駐車場改修事業
	 177万円
　　地域おこし協力隊員の配置
	 1,162万円
　　若もの定住促進補助	 650万円
　　過疎集落再生･活性化支援補助	 155万円
　　きみの婚活支援事業	 80万円

2．住みやすいまちづくり
新　町営住宅福井団地新築事業
	 1億7,810万円
新　五色台広域施設組合
　　建設負担金	 7,808万円
新　橋りょう修繕事業
	 4,096万円
新　携帯電話等エリア整備事業
	 1,564万円
新　ごみ収集車の更新	 1,380万円
　　紀の海広域施設組合負担金	 1億5,971万円
　　町道平中通り2号線改良事業	 1億1,500万円
　　コミュニティバス運行	 3,500万円
　　町道補修及び舗装生活関連工事	 3,500万円
　　基幹農道整備事業（山畑2期地区）	 2,583万円
　　町道南線改良事業	 2,536万円
　　合併浄化槽設置補助	 2,101万円
　　町道東福井牧場線改良事業	 2,055万円
　　いちご谷1号線改良事業	 2,054万円
　　町道谷線改良事業	 1,050万円
　　町道柴目七山バイパス線改良事業	 1,028万円
　　美里簡易水道漏水調査修繕事業	 157万円
　　家庭用生ごみ処理機器購入補助	 40万円

3．安全･安心なまちづくり
新　公共施設再生可能
　　エネルギー等導入推進事業
	 4,000万円
新　（常備消防）消防ポンプ
　　積載車更新	 655万円
新　被災者支援システム
	 48万円
　　地籍調査事業	 		1億2,264万円
　　柴目・長谷川河川改修事業	 3,596万円
　　過年災害　軽車道峯線災害復旧事業	 1,935万円
　　消防団小型動力ポンプ・積載車更新事業	 820万円
　　木造住宅耐震改修補助	 		355万円
　　住宅用太陽光発電設備導入補助	 250万円
　　災害時要援護者台帳更新事業	 193万円
　　防犯灯設置及び修理補助	 100万円
　　木造住宅耐震診断	 88万円
　　非常用備蓄食料等整備事業	 52万円
　　自主防災組織補助	 34万円
　　消防救急無線デジタル化負担金	 31万円

4．福祉の充実したまちづくり
新　障害児給付	 820万円
新　療養介護医療	 432万円
新　未熟児養育医療	 90万円
新　障害児施設医療費
	 36万円
新　町内全保育所遊具点検
	 34万円
新　自立支援医療費（育成医療）	 10万円
　　がん検診等委託料	 2,490万円
　　子ども医療費	 2,090万円
　　学童保育事業	 594万円
　　認知症施策総合推進事業	 470万円
　　緊急通報システム	 347万円
　　子育て支援事業	 317万円
　　ふれあいサロン事業	 253万円
　　福祉タクシー補助	 54万円
　　自殺対策事業	 24万円

5．豊かな教育をめざすまちづくり
新　国体推進費	 2,593万円
新　町内全小中学校遊具点検
	 33万円
新　学力向上推進事業	16万円
　　ＡＬＴ（語学指導助手）
	 739万円
　　中学校給食の実施
	 521万円
　　学校教育支援員	 499万円
　　ふれあいマラソン事業	 200万円
　　文化振興事業	 200万円
　　学力・体力・判断力ＵＰ事業委託料	 85万円
　　学校夢づくり事業	 63万円
　　町民癒しのコンサート事業	 50万円

6．活気あるまちづくり
新　青年就農給付金事業
	 1,350万円
新　鳥獣害防止総合対策事業
	 	600万円
新　農業振興地域整備計画作成
	 273万円
新　間伐材流通支援事業補助	 100万円
新　地域活性化アグリビジネス支援事業	 43万円
　　中山間地域直接支払交付金	 5,622万円
　　農作物鳥獣害防止総合対策事業補助	 915万円
　　町農業経営支援事業補助	 900万円
　　緑の生産地域人材育成事業	 756万円
　　きみの農業6次産業化生産地域人材育成事業	 403万円
　　農産物出荷サポート事業	 100万円
　　小規模事業者経営改善資金利子補給	 76万円

その他
新　参議院議員通常選挙費	 1,150万円
新　町長選挙費	 1,000万円
新　土地評価替資料作成	 386万円
新　戸籍副本データ管理システム構築	 247万円
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保健センターだより
平成25年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（4 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 〜 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　.℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

野
上
第
一
保
育
所
で

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
!!

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　3 日、10 日、17 日、24 日
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

　

紀
美
野
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
（
会
長	

潰

﨑
久
美
さ
ん
／
会
員
23

人
）
で
は
、
食
生
活
を
中

心
と
し
た
栄
養
や
健
康
に

つ
い
て
学
び
、
料
理
教
室

な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
食

生
活
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

24
年
度
は
野
上
第
一
保
育

所
で
月
１
回
給
食
サ
ー
ビ

ス
を
開
催
し
、
３
月
４
日

は
最
後
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

「
お
別
れ
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
」
で
し
た
。
寺
本
町
長

も
招
待
さ
れ
園
児
た
ち
と

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第一保育所
　○コアラ　　　　4月17日（水）9：30～ 11：30　総合福祉センター（はじめましての会）
　○カンガルー　　4月23日（火）9：30～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　 月～金曜日（土・日・祝は休み）　（10：00～ 12：00・13：00～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 4月 8日（月）・26日（金）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 4月22日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第2、4週の木曜日（9：30～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 4月11日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

4月 8日（月）　　９：３０～１０：３０
4月22日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査 エイズ検査の結果は、次回のクリニック時に本人に口頭
によりお知らせします。

4月 8日（月）　　９：３０～１０：３０
4月22日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 容器が必要な方は事前にお渡しします。 4月 8日（月）　　９：３０～１１：００
4月22日（月）　　９：３０～１１：００

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族
※精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

4月10日（水）　　９：００～
4月24日（水）　１３：３０～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

4月 8日（月）　１０：３０～１１：３０
4月22日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝祭日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場
合は約２週間後）にお知らせします。

4月22日（月）　１７：００～１９：００
※　予約制です。

献血のお知らせ
４月９日（火）10：00～ 12：00　JAながみね野上支店　　　　　 13：30～ 16：00　野上工業団地（前田鉄工）
５月３日（金）10：00～ 12：00・13：00～ 16：00　紀美野町のかみふれあい公園　　　
※詳しい献血情報は、「けんけつちゃんねる」（テレビリモコン dボタンでみれます。）をご覧ください。

　

潰
﨑
会
長
は
、「
今
回

は
園
児
た
ち
に
人
気
の
ア

ニ
メ
風
お
に
ぎ
り
な
ど
工

夫
し
ま
し
た
。
町
長
さ
ん

に
も
来
て
い
た
だ
き
、
園

児
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
い

た
だ
き
大
変
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　平成23年７月より国保野上厚生総合病
院内科で内科医として勤務しています向林
です。平成７年に和歌山県立医科大学第二
内科に入局後、消化器内科を中心とした診
療、また、産業医として産業医活動に従事
し、職員の健康管理や診療所で内科一般診
療に携わってきました。
　これまでの経験を生かしながら分かりや
すく、安心のできる医療を受けていただけ
るように努力していきたいと考えていま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介④）

消化器内科医長　向
むこう

林
ばやし

　知
ち

津
づ

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診

6月 2日（日）：8時～受付 長谷毛原診療所 ○ ○ ○ ○
6月16日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】

詳しくは、5月の回覧をご覧下さい。
他の集団健診日程・医療機関健診については、4月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

　■国保特定健診対象者　：　40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

＊乳がん検診につきましては、定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。ご了承下さい。

住民検診（巡回肺レントゲン検診）のお知らせ
５月９日（木）・10日（金）・13日（月）・14日（火）・15日（水）に実施いたします。
肺がんや結核などの肺の病気を早く発見するために、ぜひ受診して下さい。
詳細は５月に各戸配布でお知らせします。
肺のレントゲン検診は「住民検診（巡回肺レントゲン検診）」・「集団肺がん検診」・「医療機関での肺がん検診」のいずれか年度
中に１回、無料で受けることができます。

　海南市・紀美野町から委託をしている相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある
人や保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要
な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月日・場所・時間

精神障がいの方・
家族の方

4月2日（火）
総合福祉センター　9時30分～正午
美里支所　　　　13時30分～16時

予
約
先

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

4月17日（水）
総合福祉センター　9時30分～正午
美里支所　　　　13時30分～16時

予
約
先

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

　平成23・24年度、紀美野町では上記のワクチンについて、対象者に該当し、接種を希望した方に接種料の助成（無料券交付）を行っ
てきましたが、平成25年4月より定期接種となりました。
●通知対象年齢の方には個人通知でご案内します。
●通知対象年齢でなくても、対象者に該当し、接種を希望する方は保健福祉課までご連絡ください。

ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）・ヒブ・小児肺炎球菌予防接種について

定期接種　法律（予防接種法）に基づき、感染力が強かったり、致死率が高い疾病を国が指定し、対象者に接種を積極的に勧めている
予防接種。現在指定されている疾病のワクチンは、１類にポリオ、百日咳、破傷風、ジフテリア、ＢＣＧ、麻しん、風しん、
日本脳炎、２類に高齢者インフルエンザがある。

ワクチン名 効　　果 対象者 通知対象年齢
（標準的な接種年齢） 接種回数

ヒブ

細菌性髄膜炎予防 2か月～5歳未満
・2～７か月未満児
・25年度中に初回の残り又は
　追加の接種予定児

4回（初回3回+追加1回）
※接種開始年齢が7か月以降は
　１～３回
・追加は対象年齢になりましたら
　通知します。

小児肺炎球菌

ＨＰＶ 子宮頸がん予防 小６～高１女子 中１女子 3回
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誰
も
が
気
楽
に
立
ち
寄
れ
憩
え

る
場
所
と
し
て
“
ふ
れ
あ
い
広
場

紀
美
野
”（
代
表　

山
下
昇
造
さ

ん.

）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
３
月
10

日
関
係
者
が
出
席
し
開
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
吉
見
地
区
の
元

吉
見
商
店
の
建
物
を
お
借
り
し
、

県
の
地
域
支
え
合
い
連
携
体
制
構

築
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の

ふ
れ
あ
い
広
場　

紀
美
野

　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
!!

３
月
10
日
に
開
所
式

で
、
約
17
坪
の
店
内
で
、
ふ
れ
あ

い
カ
フ
ェ
（
毎
週
、
日
・
木
曜
日

／
10
時
～
15
時
）
が
運
営
さ
れ
ま

す
。山

下
さ
ん
は
「
誰
で
も
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
、
お
茶

を
し
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。」
と
話

し
て
い
ま
す
。

き
み
の
定
住
を

　

支
援
す
る
会
だ
よ
り

（
平
成
2�
年
度
よ
り
住
宅
の
増
改

築
の
補
助
対
象
が
広
が
り
ま
す
。）

紀
美
野
町
で
は
、
若
も
の
の
定

住
促
進
と
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
町
内
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

若
も
の
に
対
し
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
自
己
の
居
住
用
に
住
宅

を
新
築
・
購
入
又
は
増
改
築
を
す

る
若
も
の
を
対
象
に
定
住
促
進
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
内
容

１
．
住
宅
の
新
築
又
は
購
入
１
件

に
つ
き
40
万
円
（
移
住
者
は
１

件
に
つ
き
50
万
円
）

２
．
住
宅
の
増
改
築
１
件
に
つ

き
25
万
円
～
40
万
円
（
移
住
者

は
１
件
に
つ
き
35
万
円
～
50
万

円
）

※
移
住
者
と
は
、
平
成
24
年
４
月

１
日
以
降
に
町
内
に
転
入
し
て

き
た
方
。

【
申
請
書
の
受
付
窓
口
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
】

紀
美
野
町
役
場　

本
庁
２
階

企
画
管
財
課

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

紀
美
野
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
増
廣
、
小
南
と
紀
美
野

町
集
落
支
援
員
の
中
原
で
す
。
現

在
、
紀
美
野
町
の
総
合
的
帰
住
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

移
住
希
望
者
の
方
を
車
で
案
内

し
て
い
る
時
、
空
き
家
の
調
査
を

し
て
い
る
時
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
い
る
時
な
ど
見
か
け
た
際

は
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

写
真
左
よ
り
集
落
支
援
員 

中
原
と
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員 

小
南
、
増
廣

テープカット（写真左より寺本町長、
山下代表、加納議長）

■
開
催
期
間

　

平
成
25
年
3
月
23
日
（
土
）

　

～
４
月
22
日
（
月
）

※
開
花
状
況
や
天
候
に
よ
り
（
開

園
・
イ
ベ
ン
ト
が
）
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

　
〔
出
演
者
〕（
予
定
）

　

４
月
７
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
～　
〔rag-rug

〕

　

４
月
14
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
～

　
　
　
〔
小
椋
誠
也
、
に
し
ゆ
き
〕

　

４
月
21
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
～

　
　
〔Y

am
atoya

、G

・M

・O

〕

■
期
間
中
入
園
料

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
）　

２
０
０
円

■
問
合
せ
先

〒
６
４
０
‐
１
２
２
２

紀
美
野
町
大
角
４
８
６
‐
３

　

花
い
ち
ば
んK

O
IBIT

O

（
こ

花
い
ち
ば
ん

K
O
IB
IT
O

ひ
ろ
ば

「
花
ま
つ
り
」

い
び
と
）
ひ
ろ
ば

℡
：
０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
９
５
６

　

（
協
賛
）
紀
美
野
町
観
光
協
会

カ
ラ
ス
な

ど
の
動
物
に

よ
っ
て
ゴ
ミ

が
荒
ら
さ
れ

散
乱
す
る
と
、

収
集
場
所
が

汚
れ
た
り
、
悪

臭
が
す
る
な

ど
不
衛
生
に
な
る
ほ
か
、
カ
ラ
ス

は
そ
の
場
所
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、
集
団
で
荒
ら
し
に
来
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ご
み
は
午
前
７
時
ま
で
に
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
前
日

の
夜
や
朝
の
早
い
時
間
に
出
す
と

カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に
狙
わ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
ご
み
収
集
車
が
来

る
直
前
に
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
、
被
害
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
防
御
ネ
ッ
ト
で
覆
う
の
も

効
果
的
で
す
。

町
で
は
収
集
時
に
ご
み
が
散
ら

か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
手
で
拾

え
る
も
の
は
で
き
る
限
り
清
掃
す

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

動
物
に
よ
る
ゴ

ミ
散
乱
防
止
に

ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
る
ゴ
ミ
の

散
乱
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
紀
美
野
町
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
若
も
の
定
住
促
進

補
助
金
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ
・
募
集

愛
頑
飼
養
目
的
で
の
捕
獲
が
認

め
ら
れ
て
い
た
メ
ジ
ロ
が
、
平
成

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す

前年度より引き続き
「学生納付特例制度」をご利用される方へ
　平成24年度において学生納付特例制度により、国民年金保険料納
付を猶予されている方で、引き続き平成25年度も在学予定の方には、
日本年金機構から申請ハガキを送付いたします。申請ハガキに必要事
項をご記入の上、返送していただくことにより、平成25年度（平成
25年 4月～平成26年 3月）について、在学証明書や学生証の写し
を添付していただくことなく学生納付特例申請を行うことができます。

（申請ハガキは、平成２５年４月中に提出して下さい）
　ただし、在学される学校等に変更のある方などは、改めて在学の事
実等について確認する必要があるため、この申請ハガキは使えません。
新たに学生納付特例申請をしてください。
（はじめて学生納付特例の申請をされたのが、平成25年 2月以降の
方には、時期的に間に合わないため、平成25年度申請ハガキが送付
されません、従来通りの申請が必要です。）
　また、平成25年度は学生納付特例制度を利用せず、国民年金保険
料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしますので、役場また
は年金事務所にご相談ください。
【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡	４８９－５９０３
　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡	４９５－３４６４
　　　　　　　和歌山西年金事務所・国民年金課　℡	４４７－１６８８

平
成
25
年
４
月
１
日（
月
曜
日
）

よ
り
細
野
診
療
所
と
真
国
診
療
所

の
診
療
日
が
諸
般
の
事
情
に
よ
り

ま
し
て
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
承
知
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

■
真
国
診
療
所

「
現
行
」
月
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時
の
診
療
日
が
→「
変
更
後
」

木
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時
の
診

療
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
細
野
診
療
所　

「
現
行
」
木
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時
の
診
療
日
が
→「
変
更
後
」

月
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時
の
診

療
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

真
国
診
療
所
及
び
細
野
診
療

所
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ
！

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

本
人
通
知
制
度
が始

ま
り
ま
す
。

本
人
通
知
制
度
と
は
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
の
不
正
請

求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権

利
侵
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
、

住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
を
第

三
者
（
※
）
に
交
付
し
た
場
合
、

事
前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
の
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
第
三
者
と
は
本
人
等
が
委
任
し

た
代
理
人
、本
人
以
外
の
方（
個

人
）、
法
人
及
び
８
士
業
（
弁

護
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
・
税
理
士
・

社
会
保
険
労
務
士
・
弁
理
士
・

海
事
代
理
士
）
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課
窓
口
係　

　
　

℡
４
８
９
‐
５
９
２
０

　

美
里
支
所
住
民
室
窓
口
係

　
　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
３

24
年
４
月
か
ら
原
則
捕
獲
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
飼
養
登
録

さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。な
お
、

野
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い
高

齢
者
等
は
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

捕
獲
許
可　

海
草
振
興
局
健
康

福
祉
部
衛
生
環
境
課

　
　

℡
４
８
２
‐
０
６
０
０

飼
養
登
録　

役
場　

産
業
課

　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
１

平成 25 年度　紀美野町税・保険料（普通徴収分）納期限一覧

第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期

固 定 資 産 税 4月30日 7月31日 12月25日 2月28日 ―
軽 自 動 車 税 5月31日 ― ― ― ―
個 人 町 県 民 税
【普通徴収分】 7月1日 9月2日 10月31日 1月31日 ―

国 民 健 康 保 険 税 7月31日 9月30日 12月2日 1月31日 3月31日
介 護 保 険 料
【普通徴収分】 7月31日 9月30日 12月2日 1月31日 3月31日

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期 7期 8期 9期
7月31日 9月2日 9月30日 10月31日 12月2日 12月25日 1月31日 2月28日 3月31日
※納期限後の納付は、督促手数料や延滞金が発生する場合がありますので納期限内に納付をお願いします。
※納付には、納め忘れが無く便利で安全な口座振替をご利用ください。
※個人住民税の前納報奨金制度は廃止となっています。尚固定資産税は従来どおりです。
お問い合わせ　紀美野町役場　税務課　℡	073-489-5905　　美里支所　住民室　℡	073-495-3465

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

期 別
税 目

町税・保険料は納期限内に納めましょう
平成25年度	町税・保険料の納税通知書の発送時期と、各納期限は下記の通りになります。

納税には便利で安全 . 確実な口座振替を利用ください
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《農業者の皆さんへ》「平成25年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ
　この事業は、農業経営の振興を目的として、個人又はグループが平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日に行う下記事
業に対し予算の範囲内で補助金を交付するものです。なお事業を実施しようとする方は、事業計画書及び見積書等の書類の提
出が必要となります。
　詳細については、役場産業課（TEL	489-5901）または美里支所　産業・建設室（495-3462）へお問い合わせください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集期限
農地の改良等
（工事費）

基盤（擁壁等含む）区
画整備・フラット化

農園地面積 10 ａ以上、2戸
以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり

50万円

平成25年
11月 29日

果樹、野菜、花き園
地の施設化（資材費）

パイプハウス等施設
化

園地面積 1a 以上、2 戸以上
のグループ（ハウス内設備は
対象外）

町1/3以内 1グループあたり
50万円

果樹園、水田、畑地
の防除施設及びかん
水施設整備（資材費）

防除タンク・かん水
チューブ・スプリン
クラー

2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり
50万円

イノシシ捕獲檻の製
作、購入（購入費） －－－

わな猟免許取得者１人につき
5基以内（既に補助を受けて
いる方は残数とします。）

町1/3以内 １基あたり
2万円

農作物被害防止施設
整備（資材費） 防護柵・電気柵 －－－ 町1/3以内 1ｍあたり

300円
高品質生産対策
（マルチ資材費）
JAながみね経由

対象作物：柿、みかん －－－ 町1/10以内 －－－

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行う
遊休農地１a以上を 3年以上
借受け及び取得して生産活動
の継続を行う農業者

1aあたり
５千円

1農家あたり
年間15万円以内
（初年度のみ）　

農地集積推進
（賃借料 , 取得費）

農地を借り受け及び
取得して規模拡大を
行う

認定農業者または 49歳以下
の農業者 町1/3以内

1 人あたり年間 10 万
円（賃借は補助期間 3
年、取得は初年度のみ）

新産品産地化
（資材費）

新しい産品による産
地化の支援を行う

認定農業者または 49歳以下
の農業者が行う産地化づくり
（概ね30a以上）

町1/2以内 １農家あたり年間 10
万円（補助期間3年）

農業機械整備
（購入費）

農業機械を購入し作
業の効率を上げる

動力式農業機械を購入した農
業者（トラック・中古農業機械・
修理による動力機械の取替え
は対象外）

町1/10以内

１農家あたり１機のみ１
機 10万円以上の動力式
農業機械を購入した費用
に対して10万円まで

☆指定管理者を募集します☆
　これまで、公共団体、公共的団体、地方公共団体の出資法人に限
定されていた「公の施設 (地方公共団体が設置している各種施設 )」
の管理・運営が、民間事業者、NPO、住民団体などの団体でも町
議会の議決を経て委託することができるようになりました。
　施設の管理運営に民間の活力を活用することで、サービスの向上
やコストの縮減が期待されます。
　本町では、次 (下記 ) の施設の指定管理者を募集します。

○施設名　紀美野町美里の湯かじか荘
○所在地　海草郡紀美野町菅沢6番地外
○設置の目的
　　豊かな地域資源の有効利用を図り、農林業の振興、地域住民の
コミュニティー活動の推進及び地域住民と都市住民との交流等を
図り、以て本町の地域の活性化を促進する。
○指定期間　平成25年12月 1日～平成28年3月31日
○募集要項の交付　平成25年4月10日 (水 )～5月15日 (水 )
○申請書等の提出期間　平成25年5月1日(水)～5月15日(水)
○応募資格
　　県内に主たる事務所を有し、安
全円滑に対象施設を管理運営でき
る法人その他の団体
○問い合わせ
　紀美野町役場　企画管財課
　TEL	073-489-5913　
　FAX	073-489-2510

平成25年度合併浄化槽設置補助金について

補助金額 奨励金 合　計
５人槽 332,000円

50,000円
382,000円

６～７人槽 414,000円 464,000円
８人槽以上 548,000円 598,000円

　平成25年度の合併浄化槽設置補助金の申し込み受付を行い
ます。専用住宅及び小規模な店舗等との併用住宅（基準有り）
について合併浄化槽の設置を予定されている方で、平成26年
3月末までに必ず完成できる方及び町要綱に準じて施工された
方に補助金を交付します。
【受付期間】　4月1日（月）～5月10日（金）
　　　　　　応募者多数の場合抽選

【その他】
・受付期間終了後、予定基数に達しない場合は先着順で受付い
たします。
・又、先着順での受付の際、予定基数に達しない場合でも、受
付を終了させていただくことがありますので、終了時期等は、
下記までお問い合わせ下さい。
・補助金額については、変動する可能性があります。
　その他不明な点及び詳細については、下記までお問い合わせ
下さい。
■問い合わせ
　紀美野町役場建設課下水道係　℡４８９－５９０４
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紀
美
野
町
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

す
る
方
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１
．
対
象
者

■
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居

住
す
る
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併

用
住
宅
を
含
む
。）
に
当
該
設

備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方

■
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、

当
該
設
備
を
設
置
し
た
住
宅

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含

む
。）
を
新
築
又
は
購
入
し
よ

う
と
す
る
方
で
、
新
築
又
は
購

入
後
に
そ
こ
に
住
所
を
有
し
、

自
ら
居
住
す
る
方

■
町
税
の
滞
納
が
な
い
方

■
平
成
26
年
3
月
20
日
ま
で
に
工

事
を
完
了
で
き
る
方

２
．
補
助
の
対
象
と
な
る
発
電
設
備

■
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10
ｋ

ｗ
未
満
で
あ
る
こ
と
。

■
余
っ
た
電
力
を
電
力
会
社
に
売

電
で
き
る
よ
う
に
連
結
し
て
い

る
こ
と
。

■
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
。

■
新
品
で
あ
る
こ
と
。

３
．
補
助
金
額　

出
力
１
ｋ
ｗ
あ

た
り
２
５
，０
０
０
円

　
（
最
大
１
２
５
，０
０
０
円
で
千

円
未
満
切
捨
て
）

４
．補
助
基
数　
　

20
基
程
度（
１

世
帯
１
基
に
限
り
ま
す
。）

５
．
補
助
申
請
書
類
等

■
申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、

紀
美
野
町
住
民
課
及
び
美
里

支
所
住
民
室
に
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
紀
美
野

町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.kim

ino.
w
akayam

a.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
完
成
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

６
．
申
請
及
び
お
問
合
せ
先

　
　

紀
美
野
町
住
民
課

　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
３
）

紀
美
野
町
で
は
、
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
の

有
効
利
用
を
目
的
に
、
家
庭
用
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
設
置

さ
れ
る
場
合
を
対
象
と
し
た
補
助

制
度
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
家
庭
用

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
に
加
え
て

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン

ポ
ス
ト
）
を
購
入
さ
れ
る
場
合
も

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
補
助
率
も
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
家
庭
用
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
る
場

合
、
購
入
金
額
の
１
／
３
か
ら

１
／
２
に
、
補
助
金
額
の
上
限

も
２
０
，
０
０
０
円
か
ら
３
０
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
家
庭
用

生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

を
購
入
さ
れ
る
場
合
、
購
入
金
額

の
１
／
２
（
上
限
２
，０
０
０
円
）

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
の
概
要
】

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
補
助
に
つ
い
て

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

補助対象機器
電気式生ごみ処理機

（ディスポーザータイプは除く。）
生ごみ処理容器

（密閉式・埋め込み式）

補助対象
機器数

1世帯あたり1台
（耐用年数5年経過で買替も対象）

1世帯あたり2器まで
（耐用年数5年経過で買替も対象）

補助金の額
購入金額の１／２
（上限30,000円）

購入金額の１／２
（1器あたり上限2,000円）

　申請に必要な書類等は、紀美野町住民課及び美里支所住民室にご
用意しております。また、紀美野町役場のホームページ（http://
www.town.kimino.wakayama.jp）からもダウンロードできます。
　購入を予定されている方は、役場住民課（℡４８９－５９０３）
へお問い合わせください。

下
記
の
日
程
で
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
わ
な
・
檻
・
銃
器

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
山
の
中
等

で
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
設
置
し
た
捕
獲
猟
具
に

は
絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

☆
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
は
、
鳥
獣

被
害
の
た
め
に
自
己
防
衛
策
を

取
っ
て
も
食
い
止
め
ら
れ
な
い
場

合
に
、
最
終
手
段
と
し
て
行
政
に

実
施
出
来
る
事
と
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
か
ら
紀
美
野
町

猟
友
会
さ
ん
に
依
頼
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
11
月
か
ら
始
ま
る
猟
期

と
は
別
の
も
の
で
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
実
施
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
農
林
業
被
害
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
県
内
で
約
３
万
頭
生
息

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
町

内
で
も
、
被
害
報
告
が
多
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
保
護
管
理

計
画
を
策
定
し
、
左
記
要
領
で
捕

獲
を
強
化
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
期　

間
】

　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
５
月
20
日

【
地　

域
】

　

紀
美
野
町
全
域
（
鳥
獣
保
護
区

を
含
む
）（
生
石
山
鳥
獣
保
護

区
は
、
登
山
者
等
の
安
全
を
考

慮
し
許
可
し
ま
せ
ん
。）

【
方　

法
】
銃
器
・
檻
・
わ
な

【
委
託
先
】
紀
美
野
町
猟
友
会

ニ
ホ
ン
ジ
カ
管
理
捕
獲
実
施
に
つ
い
て

★
捕
獲
を
行
う
だ
け
で
は
十
分
な

防
除
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
！

　

ま
ず
は
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気

柵
等
で
、
鳥
獣
の
田
畑
へ
の
侵
入

を
出
来
る
だ
け
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

「
一
人
で
は
、
効
果
が
出
な
い
…
」

　

そ
ん
な
時
は
ご
近
所
同
士
で
よ

り
有
効
な
対
策
が
出
来
る
よ
う
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
度

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業　

実
績

　

平
素
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

.
昨
年
度
は
、
紀
美
野
町
猟
友
会

会
員
さ
ん
に
下
記
の
通
り
捕
獲
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

平
成
24
年
３
月
か
ら
平
成
24
年

10
月
末
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場　

産
業
課

　
　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
１

　

支
所　

産
業
・
建
設
室

　
　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
２

対象鳥獣 捕獲区域 捕獲期間 捕獲方法 捕獲員

イノシシ
ニホンジカ

紀美野町
全域

平成25年
3月16日～
平成25年
6月13日

銃器
檻
わな

紀美野町
猟友会

カワウ
紀美野町
内の河川・
湖沼

平成25年
3月16日～
平成25年
5月31日

銃器
紀美野町
猟友会

鳥獣名 捕獲数

イノシシ 560

シカ 35

カラス 7

カワウ 12



じ
ど
う
か
ん
「
ピ
ザ
」
づ
く
り
と

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

４
月
の
天
文
教
室

「
売
切
れ
ご
め
ん
！

簡
単
天
文
グ
ッ
ズ
工
作
」

第
７
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会
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■
日
時　

４
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

調
理
実
習
室

■
内
容　
「
ピ
ザ
」
づ
く
り
と
「
お

は
な
し
ポ
ン
」
さ
ん
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

■
共
催　

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ほ
ん
の
森
」

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
す
い
と
う

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。）
※
定
員
25
人

■
申
し
込
み　

４
月
16
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）。

第
８
回
紀
美
野
町
文
化
協
会
展
示
会
・
芸
能
発
表
会

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
展
示
会　

　

４
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
日
曜
日
は
午
後
４
時
）

　

写
真
、
日
本
画
、
洋
画
、
生
け
花
、

短
歌
、
俳
句
、
木
彫
り
、
ち
ぎ
り
絵

■
芸
能
発
表
会

　

４
月
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

　

舞
踊
、
歌
謡
、
大
正
琴
、
詩
吟

■
お
茶
会

　

４
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

■
日
時　

４
月
14
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

毎
週
土
曜
日
に
、
一
生
懸
命
練

習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
心
を
こ

め
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　

当
日
は
、
海
南
児
童
合
唱

団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ
ア

ン
コ
ー
ル
き
み
の
」
の
皆
さ
ま

に
も
共
演
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
な
曲
目
「
風
の
旅
」、「
星
空

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、「
大
切
な
も

の
」
他
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
日
時　

４
月
27
日
（
土
）
よ
り

　

３
日
間
。
午
後
２
時
か
ら
２
時

間
。（
売
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
申
し
込
み　

不
要

■
参
加
費　

各
３
０
０
円
以
下

■
概
要　

星
座
早
見
盤
や
地
球
儀

な
ど
簡
単
な
天
文
グ
ッ
ズ
の
工

作
を
し
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

４
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
（
２
階
和

室
研
修
室
）

■
申
し
込
み　

４
月
11
日
（
木
）

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ

を
除
く
）

■
参
加
費

　

囲
碁
の
部　

１
，５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，０
０
０
円

　
（
昼
食
費
含
む
・
当
日
徴
収
）

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

　

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦

５
回
戦
、
将
棋
は
総
平
手
戦
で
、

申
し
込
み
多
数
の
時
、
分
か
れ
て

競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

　

囲
碁
部
・
将
棋
部

 

春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
お
知
ら
せ

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
文
化
協
会
の
会
員
募
集
! !

　

あ
な
た
も
楽
し
い
活
動
に
参
加

し
て
友
達
の
輪
を
広
め
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

　
（
年
会
費
一
人
１
，０
０
０
円
）

　

音
楽
物
語
「
と
べ
な

い
ホ
タ
ル
」、
合
唱
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」
そ
の
ほ
か
、
み
ん

な
の
知
っ
て
い
る
歌
を

た
く
さ
ん
歌
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

西
田
知
帆

星座早見盤、ビーズの星座絵、他にもあるよ☆
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■
中
央
公
民
館

　

3
日　

カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う

　

10
日　

な
べ
し
き
つ
く
り

　

17
日　
地
図
パ
ズ
ル
で
あ
そ
ぼ
う

　

24
日　

本
を
読
も
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

3
日　

お
は
な
し
会

　

10
日　

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

　

17
日　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

　

24
日　
春
さ
が
し
に
出
か
け
よ
う

※
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
に
参
加
す
る

方
は
、ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険（
下

段
に
説
明
あ
り
）
へ
の
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り

希
、
井
上
京
介
、
西
田
知
帆
、
長

生
沙
羅
、
小
島
涼

【
神
野
保
育
所
】

は
ざ
ま
ゆ
う
や
、つ
か
だ
か
れ
ん
、

し
ば
た
き
だ
い
す
け

【
毛
原
保
育
所
】

さ
の
こ
は
る

【
小
川
小
学
校
】

垣
内
歩
実
、
池
本
智
輝
、
新
田
翔

麻
、
西
隂
地
美
月
、
横
谷
甲
朱
、

宮
下
天
翔
、
上
田
幸
哉
、
日
裏
貴

詞【下
神
野
小
学
校
】

木
野
太
よ
う
、
西
浦
貴
隆
、
潮
﨑

智
広
、
九
十
九
ば
に
ら
、
徳
田
航

依
、
米
田
萌
恵

【
毛
原
小
学
校
】

大
高
明
伸
、
林
香
里
、
森
下
あ
い

る
、
又
野
珂
乃
、
田
村
雅
、
弓
庭

か
な
み

【
野
上
中
学
校
】

今
本
真
琴
、
掛
珠
奈
、
谷
口
千
優
、

日
裏
ひ
な
の
、
横
山
奈
菜
、
山
本

仁
一
朗
、
北
田
佳
緒
里
、
栗
林
友

美
、
田
伏
菜
央
、
山
本
明
日
香

【
美
里
中
学
校
】

村
社
綾
音
、
辻
涼
、
晒
尾
拓
実
、

坂
祥
太
郎
、
井
本
裕
真
、
東
芝
聖

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

佐
野
僚
紀　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

放
課
後
や
学
校
が
休
み
の
日
、

ど
ん
な
風
に
過
ご
し
て
い
ま
す

か
？保

護
者
の
皆
様
！

お
子
様
と
体
を
動
か
し
た
り
し

て
い
ま
す
か
？

紀
美
野
町
に
は
、
12
団
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す
。

『
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
競
技

の
上
達
の
み
で
な
く
、
挨
拶
な
ど

社
会
の
基
本
を
学
び
、
友
達
の
輪

を
広
げ
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
。』

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に

は
、
た
く
さ
ん
の
発
見
と
成
長
、

そ
し
て
感
動
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。紀

美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

気
に
な
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
、

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
☆

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

（
中
央
公
民
館
内
）

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。
団
体
活
動
を
行
う

５
名
以
上
の
方
々
で
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

■
掛
金　

例（
１
人
あ
た
り
年
額
）

○
中
学
生
以
下　
　
　

８
０
０
円

○
大
人　
　
　
　

１
，
８
５
０
円

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

古
川
夏
実
（
野
小
２
年
）

　
　

塚
田
進
介
（
野
小
４
年
）

【
三
百
冊
】

　
　

中
前
里
菜
（
野
小
４
年
）

　
　

中
井
陽
代
里
（
野
小
５
年
）

【
千
冊
】

　
　

中
原
大
志
（
野
小
４
年
）

■
「
め
だ
か
ぶ
ん
こ
」
に
つ
い
て

　

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
読

ん
だ
本
の
記
録
を
残
そ
う
！
「
め

だ
か
ぶ
ん
こ
」
の
カ
ー
ド
に
借
り

た
本
の
名
前
を
書
い
て
本
を
返
す

と
き
一
緒
に
返
却
台
に
置
い
て
く

だ
さ
い
。
百
冊
ご
と
に
お
楽
し
み

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
お
願
い

　

返
却
日
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
図

書
が
ご
家
庭
に
あ
り
ま
し
た
ら
、

図
書
室
で
再
貸
出
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
か
、
ご
返
却
を
お
願

い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
！

【
野
球
】

・
野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

・
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
サ
ッ
カ
ー
】

・
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ

【
バ
レ
ー
】

・
野
上
少
女
バ
レ
ー

・
美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
剣
道
】

・
生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

・
長
谷
毛
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
少
林
寺
拳
法
】

・
少
林
寺
拳
法
和
歌
山
野
上
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

【
陸
上
】

・
の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

・
Ｋ
ｉ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

【
新
体
操
】

・
新
体
操
ク
ラ
ブ

【
空
手
】

・
拳
武
館
美
里

～
き
み
の
絵
が

　
　
　

か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
～

■
展
示
期
間　

６
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
役
場
本

庁
・
美
里
支
所

【
第
一
保
育
所
】

は
し
も
と
か
ほ
、た
か
ぎ
ひ
か
り
、

て
ら
だ
ほ
ま
れ
、
み
ち
う
え
た
い

せ
い
、
か
ね
も
と
り
か
こ
、
た
ぶ

せ
そ
ら
、
え
の
も
と
れ
な

【
第
二
保
育
所
】

お
が
わ
る
な
、さ
か
も
と
こ
こ
ね
、

う
え
の
み
ゆ

【
野
上
小
学
校
】

阪
口
涼
菜
、
小
椋
光
玲
、
西
谷
美

咲
、
東
若
葉
、
廣
田
学
美
、
南
直

児
童
生
徒
絵
画
展
示

○
65
歳
以
上
の
団
体

　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

○
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

　

活
動
の
団
体　
　
　

８
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故　

　

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動

中
の
事
故
、
活
動
へ
の
通
常
の

経
路
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
午
前
０
時

よ
り
平
成
26
年
３
月
31
日
午
後

12
時
ま
で

※
但
し
途
中
加
入
に
つ
い
て
は
、
加
入

手
続
日
の
翌
日
午
前
０
時
よ
り
有
効

■
申
し
込
み

　

随
時
受
付
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
八
十
一

国
木
原
と
い
う
大
字
名
の
由
来

平
成
24
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
結
果

２
月
24
日
（
日
）、
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
、
平
成
24
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル

フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
開
催
さ
れ
た

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
主
要
大
会
の
上
位

入
賞
が
参
加
資
格
（
資
格
者
数
84

名
）
と
な
る
今
大
会
に
お
い
て
、

フ
ェ
ア
で
強
靭
な
精
神
と
優
れ

た
技
量
で
見
事
栄
冠
を
手
に
し
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　

）

内
は
住
所
と
ス
コ
ア
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

横
山
勝
明
（
和
歌
山
市　
104
）

準
優
勝　

東　
　

宏
（
鎌
滝　
　
　

104
）

３　

位　

吉
田
頴
弘
（
毛
原
中　
　

104
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

岩
切
マ
ス
子

　
　
　
　
　
　
　
　

（
和
歌
山
市　
106
）

準
優
勝　

硲　

艶
子
（
神
野
市
場　
110
）

３　

位　

福
岡
規
子
（
毛
原
中　
　

111
）

施
設
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
・
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

■
休
館
日

・
月
曜
日
及
び
火
曜
日

・
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で
の
日

■
利
用
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
。
み
さ
と
ホ
ー
ル
使

用
時
は
、
午
前
９
時
～
午
後
10

時
ま
で
。

※
図
書
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
夜

及
び
休
館
日
は
玄
関
前
設
置
の

返
却
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
課

【
自
然
体
験
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
】

■
休
館
日

・
月
曜
日
及
び
火
曜
日

・
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で
の
日

■
利
用
時
間　

午
後
１
時
～
５

時
、
午
後
６
時
30
分
～
10
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
然
体
験
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
課

平
成
24
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
結
果

３
月
17
日（
日
）、ふ
れ
あ
い
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
お
よ
そ
１
８
０
名
の
参

加
者
の
う
ち
、
今
年
は
北
海
道
小

樽
市
か
ら
11
名
、
奈
良
県
広
陵
町

か
ら
18
名
が
参
戦
し
、
大
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　

）

内
は
住
所
と
ス
コ
ア
。（
敬
称
略
）

◇
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

原　

利
治
（
下
佐
　々
　

103
）

準
優
勝　

木
村　

勲
（
和
歌
山
市　

104
）

３　

位　

中
野
弘
幸
（
海
南
市　
　

108
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

花
田
洋
子
（
下
佐
　々
　

106
）

準
優
勝　

関
本
ミ
ツ
代
（
動
木　
　

111
）

３　

位　

嶋
田
房
子
（
和
歌
山
市　

118
）

◇
オ
ー
プ
ン
の
部

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

藤
戸　

潔
（
和
歌
山
市　

115
）

準
優
勝　

仲
尾
元
雄
（
小
畑　
　
　

117
）

３　

位　

湯
川
浩
至
（
す
さ
み
町　

119
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

奥
野
郁
子
（
海
南
市　
　

122
）

準
優
勝　

森
本
美
津
子
（
和
歌
山
市
127
）

３　

位　

門
川
エ
ツ
子
（
岩
出
市　

135
）

正
十
二
年
の
文
書
に
仮
字
に
て
、

ク
ヌ
キ
ハ
ラ
と
書
セ
リ
歴く
ぬ

木ぎ

原は
ら

の

義
な
り
、
古
此
地
歴
木
ノ
樹
多
き

か
、
又
は
歴
木
の
大
木
あ
り
し
に

依
り
て
村
名
と
し
、
字
を
改
め
て

国
木
原
と
書
せ
し
な
る
へ
し
」

　

万ま
ん

寿じ
ゅ

二
年
（
一
〇
二
五
）
仙せ
ん

洞と
う

（
京
都
御
所
）
か
ら
の
下
文
の
中

に
「
一
、
石
清
水
八
幡
御
領
紀
州

那
賀
郡
野
上
荘
方
々
之
事
限
東　

王
神
山
拝
ク
ヌ
木
…
…
」
と
あ
り

ま
す
。

　

王
神
山
は
現
在
の
国
木
原
に
あ

る
城
段
山
で
す
。
ク
ヌ
木
と
は
ク

ヌ
木
の
大
木
か
或
い
は
一
定
の
樹

種
を
指
す
の
で
な
く
、
柴し
ば

薪ま
き

等
の

燃
料
を
採
取
す
る
一
帯
の
土
地
を

指
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
柳
田
国
男
著『
地
名
の
研
究
』

に
よ
れ
ば
、「
日
本
紀
に
は
大
木

の
歴
史
が
数
ヵ
所
あ
る
。
古
訓
で

は
之
を
（
ク
ヌ
ギ
）
と
訓
で
い
る
。

（
ク
ヌ
ギ
）
と
訓
む
櫪
の
字
等
は

凡
て
そ
の
本
義
は
、
一
定
の
樹
種

の
名
で
な
く
て
、
柴
・
薪
な
ど
と

同
じ
く
燃
料
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら

し
い
。」

　

以
前
記
述
し
た
よ
う
に
「
原
」

の
字
を
下
に
も
つ
地
名
は
、
だ
い

た
い
開
発
以
前
の
地
名
と
み
て
差

支
え
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
ク

ヌ
ギ
原
「
国
木
原
」
に
改
め
た
理

由
や
、
地
名
の
音
声
と
こ
れ
を
表

す
文
字
と
は
、
た
い
て
い
の
場
合

に
は
時
を
同
じ
く
し
て
生
ま
れ
て

い
な
い
の
で
、
そ
の
間
隔
の
開
き

も
全
く
判
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ

土
地
の
人
々
は
「
ク
ニ
ゲ
ハ
ラ
」

と
呼
び
「
国
木
原
」
の
字
を
使
っ

て
い
ま
す
。

［
国
木
原
］　

久
爾
義
波
良

「
荘
の
産う
ぶ

神が
み

の
神ほ
く
ら庫
蔵
る
所
の
天

　きみの音楽ネットワーク（みさと天文台友
の会音楽部門）は、音楽を通じて、文化セン
ター及び地域が活性化することを目指す有志
の団体です。平成 23 年７月に発足し、これ
までに「星降る町の音楽会」などを開催して
きました。運営はすべてボランティアで、メ
ンバーが知恵をだし、自らのネットワークを
駆使するなど、創意工夫しながらイベントを
実施しています。音楽経験の有無に関わらず、
素晴らしい音楽を共に創り、地域が元気にな
ることを願い、活動しています。

─ わが町サークル ─
「きみの音楽ネットワーク」

■問い合わせ
　松本隆信
　（℡ 495-2543）

※
『
紀
伊
続
風
土
記
』
か
ら
引
用
し
て

若
干
の
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

※平成24年
　7月28日
　水本桂ピアノソロ
　コンサートにて
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６か月間にわたる研修で、本当にたくさんのこ
とを学ばせていただきました。夜に行われる観望
会では、お客さんに満足していただくための細や
かな配慮や安全な誘導の重要性を教えていただき
ました。また、ラジオ放送にも出演させていただ
く中で、言葉だけで伝える難しさと話を整理して
伝える大切さを実感することができました。
なによりも、研究員さんの幅広い知識と仕事に
向かう姿勢に大きなショックを受けました。仕事
に向かう姿勢を新たにするきっかけをいただけた

ことが一番の収穫
だった気がします。
６か月間お世話に
なり、本当にあり
がとうございまし
た。

踏
台
に
載
ら
ね
ば
出
せ
ず
内
裏
雛　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

雛
あ
ら
れ
ひ
と
つ
こ
ぼ
し
て
忘
ら
る
る　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

駆
け
廻
る
犬
叱
り
つ
つ
耕
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

雛
あ
ら
れ
男
所
帯
に
買
ひ
求
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

斑は
だ
れ
や
ま

雪
山
大
和
の
街
を
囲
み
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

鐘
の
音
の
霞
の
中
へ
寺
の
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
春
を
置
き
た
る
譜
面
台　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

七
百
の
垓が
い

の
数
と
や
冬
の
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　

廣

気
の
つ
け
ば
頂
に
ゐ
て
梅
見
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
愛
子

福
豆
の
風
呂
場
の
す
み
に
ふ
や
け
を
り　
　
　
　
　
　
　

塚
田
進
介

夢
で
も
と
日
頃
の
希ね
が

い
通
じ
た
か

　
　
　
　
　

昨
夜
逢
え
た
り
亡
夫
幻
ま
ほ
ろ
し
　
　
　

 　
　
　

小
根
田
牧
子

し
ば
ら
く
は
ひ
と
り
な
ら
む
と
細
谷
の

　
　
　
　
　

森
の
冷
気
に
身
も
ひ
き
し
ま
る　
　
　
　

笹
田
美
代
子

一
年
も
カ
ナ
ダ
で
暮
ら
す
娘
に
と

　
　
　
　
　

し
ば
ら
く
毎
日
ハ
ッ
サ
ク
を
剥
く　
　
　
　

吉
村
邦
彦

寒
暖
に
身
を
添
わ
せ
ゆ
く
は
難が
た

か
る
に

　
　
　
　
　

門か
ど

先さ
き

の
紅
梅
い
っ
せ
い
に
咲
く　
　
　
　

角
谷
と
し
み

語
り
合
ふ
従
姉
妹
二
人
に
出
会
ふ
町

　
　
　
　
　

二
人
は
逝
き
て
和
歌
の
浦
遠
の
く　
　
　
　

黒
西
葉
子

生
涯
の
終
り
へ
続
く
日
日
な
ら
ん

　
　
　
　
　

少
し
ば
か
り
の
後
悔
も
ち
て　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

福
寿
草
と
見
ま
ご
う
ほ
ど
に
蕗
の
薹

　
　
　
　
　

籠
に
盛
ら
れ
て
春
を
奏
で
る
（
喫
茶
店
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

は
ら
は
ら
と
握
れ
ば
溶
け
る
春
の
雪

　
　
　
　
　

人
の
命
の
は
か
な
さ
に
似
て　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

こ
の
道
は
歌
へ
と
続
く
細
い
道

　
　
　
　
　

と
ま
ど
い
ゆ
る
り
登
り
行
く
道　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

朝
ぼ
ら
け
東
の
空
に
白
じ
ら
と

　
　
　
　
　

や
わ
ら
に
浮
ぶ
細
き
眉
月　
　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

西へ傾き始めた冬の星座に代わり、しし座を始
めとする春の星々が目立ってきました。今年は、
土星が春の星座に仲間入りしてにぎやかです。
春は別れの季節。またひとり天文台を旅立ちま
す。次の新たな出会いを期待して、見送ります。

平成 25 年度は２名の新入生を迎え、3年 5名、
5年 5名、6年３名の 15名、クラス編成は、１年
と３年が単式、5・6年生が複式の全校３学級でス
タートすることとなりました。今年も小人数のメ
リットを生かした教育活動を繰り広げようと考え
ています。
さて、昨年度三学期は全校児童で「サッカーを
楽しもう！」に、取り組みました。高学年と低学
年が一緒にゲームをすることは難しいですが、全
校児童が参加しないとゲームが出来ません。それ
で、高学年と低学年をペアにし、ボールを扱う練
習を充分にくりかえしてからゲームに入りました。
最初は難しかったですが、高学年は出来るだけ低
学年にパスを回し、自分も力を出せるし低学年の
子どもも積極的に楽しめるようなゲームが出来る
ようになりました。

4 名の卒業生は
巣立っていきまし
たが、このような
優しい子ども達に
育てていただけた
こと、保護者の皆
様、地域の皆様に
あらためて感謝し
ています。

天文台だより
「季節はめぐり、春が来て…」

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
「しっかり動き、じっくり学び、

みんなで育つ」
紀美野町立小川小学校

歌　

の　

小　

道

２月の整備期間には草刈もしました

「みさと天文台での研修を終えて」
田村　和弘（長期社会体験研修教員）
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
各
地
で

多
く
の
方
が
帰
宅
困
難
者
と
な

り
、
自
宅
へ
帰
れ
な
い
、
ま
た
は

徒
歩
で
帰
宅
し
た
方
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
地
震
や

台
風
等
の
大
規
模
災
害
に
よ
り
公

共
交
通
機
関
等
が
混
乱
す
る
と
、

勤
務
先
や
通
学
先
か
ら
自
宅
ま
で

の
距
離
が
あ
る
方
は
、
自
宅
に
帰

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、も
し
職
場
や
学
校
、

外
出
先
な
ど
、
自
宅
か
ら
離
れ
た

場
所
に
い
る
と
き
に
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う
や
っ
て

自
宅
へ
帰
り
ま
す
か
？

安
全
に
帰
宅
す
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

2月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 27（　） 27（２）
一 般 負 傷 5（　） 5（　）
交 通 事 故 1（　） 1（　）
そ の 他 7（２） 7（２）
合 計 40（２） 40（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
携
帯
電
話

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

外
出
先
で
も
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
出
先
で
帰
宅
困
難
と
な
っ
た

場
合
を
想
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
徒

歩
帰
宅
や
一
時
的
な
避
難
に
備
え

て
必
要
な
物
資
等
を
準
備
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の

安
全
な
帰
宅
の
た
め
に

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡.

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
等
が
発
生
し
た
直
後
に
、

多
く
の
人
々
が
一
斉
に
徒
歩
帰
宅

を
始
め
た
場
合
、
路
上
や
鉄
道
駅

周
辺
で
は
大
混
雑
が
発
生
し
、
集

団
転
倒
に
ま
き
込
ま
れ
た
り
、
火

災
や
沿
道
の
建
物
か
ら
の
落
下
物

等
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

す
ぐ
に
で
も
自
宅
へ
帰
り
、
一

刻
も
早
く
家
族
の
安
否
を
確
認
し

た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
ま
す
が
、

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
身

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

落
ち
着
い
て
交
通
情
報
や
被
害
情

報
等
を
確
認
し
、
適
切
な
行
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

発
災
直
後
の
安
否
確
認
の
手

段
と
し
て
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
１
７
１
（
一
般
電
話
）、
携

帯
電
話
災
害
用
伝
言
板
、w

eb

１
７
１
（
パ
ソ
コ
ン
）
な
ど
が
利

用
で
き
ま
す
。

※
電
車
や
道
路
の
情
報
は
、
県
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
鉄
道
各
社

起震車で震度 7 の揺れを体験する住民

3
月
10
日
（
日
）、
小
畑
八
幡

会
自
主
防
災
組
織
（
伊
都
堅
仁
会

長
）
の
防
災
訓
練
が
小
畑
集
会
所

で
行
わ
れ
、
住
民
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
県
職
員
か
ら
「
地

震
・
津
波
の
基
礎
講
座
」
に
つ
い

て
、
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

模
型
を
使
っ
て
の
地
震
に
強
い
住

宅
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
ま
た
、

家
具
固
定
や
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
貼
る
方
法
な
ど
減
災

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
座
後

に
は
起
震
車
を
体
験
し
、
地
震
に

対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

防
災
訓
練
行
わ
れ
る

家
具
固
定
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ

　

小
畑
八
幡
会
自
主
防
災
組
織

むやみに移動をせずに、
まずは情報収集から

安否確認

日頃からの備えも必要
です。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
5
月
5
日（
日
）

で
す
。
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生石高原に春を告げる山焼きも終わり４月を迎えまし
た。
この時期、入学（園）、入社と新しいスタートをきら

れる方も多いことと思います。心新たにがんばってくだ
さい。桜の花も応援してくれていますよ。
また、町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がス

タートします。今後ともよろしくお願いします。

町民カレンダー

　４月、卯
う

月
づき

。卯
う

の花が咲く月を省略したものらしいです
が、十二支の４番目が卯（うさぎ）なので「卯月」といわ
れるようになったという説もあります。年度があらたまり、
色んなスタートの月でもあり、桜前線は日本を駆け上がり、
まさに春らんまんの季節です。
　今回は食材そのものの味を楽しみたい時や、調味料とし
て使う時にも便利な「たれ」をご紹介します。

「便利‼たれ」の作り方
（材料）
米味噌　2/3カップ　・　砂糖　70ｇ
酒　　　1/4カップ　・　味醂　大さじ３
醤油　　大さじ1/2

（作り方）
１．小鍋に全ての材料を入れて中火にかける。
２．フツフツと軽く煮立ってきたら弱火にし、鍋底をかき
混ぜながら３分間ほど火を通す。

３．火を止めて冷まし、清潔なビン又は密封容器に入れる。

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口………… 10,296 人
　男　………… 4,783 人
　女　………… 5,513 人
世帯数………… 4,572 世帯

（平成25年2月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第34回） ＊味噌は家庭で使っているもので良いですが、甘口と辛口
で砂糖の分量を調整して下さい。このたれは冷蔵庫で長
期保存が出来ますので多めに作っておくと便利です。

「便利‼たれ」を使った簡単レシピ
（材料）2 人分
鶏ささみ　100ｇ　・　きゅうり　1本　・　塩　少々
便利たれ　適宜

（作り方）
１．きゅうりをせん切りにする。
２．鍋に湯を沸かし、沸騰したら塩を入れて鶏ささみを３
分間茹で、火を止め蓋をして２分間程そのまま置きま
す。

３．皿に（１）のきゅうりを盛りつけ、（２）の鶏ささみを
手で裂いて乗せ、便利たれをかける。

　「便利‼たれ」は炒め物の料理の調味料としても大変重宝
します。短時間で簡単に作れますのでこれからの季節、「わ
けぎのぬた」などには「からし」を少し加えると旬の和え
物ができます。

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

2日 ( 火 ) 移動町長室【26日 ( 金 )】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

8日（月） 町内保育所入所の集い 各保育所 保健福祉課 489-9960
〃 野上、美里中学校入学式 各中学校 総務学事課 489-5910

9日（火） 町内小学校、長谷毛原中学校入学式 各小・中学校 総務学事課 489-5910
10日（水） 11:00～ 犬・ねこの飼い方講習会【14日 ( 日 )・28日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
14日（日） 9:30～ 春の囲碁・将棋大会 中央公民館 中央公民館 489-5915

〃 13:30～ きみの児童合唱団定期演奏会 中央公民館 生涯学習課 489-5915
18日（木） 13:00～ 行政相談【～15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
20日（土） 9:00～ 紀美野町文化協会展示会【～21日（日）】展示会 中央公民館 生涯学習課 489-5915
21日（日） 10:30～ 芸能発表会 中央公民館 生涯学習課 489-5915
20日（土） 13:30～ じどうかん料理教室 中央公民館 青少年センター 489-5909
27日（土） 14:00～ 天文教室【～29日（祝）】 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
29日（月・祝） 11:00　 生石高原山開き 生石高原 産業課 489-5901

春の全国交通安全運動
期間 ４月６日（土）～ 15 日（月）
平成 25 年度交通安全年間スローガン作品
～通学路　子どもがいっぱい　気をつけて～

①子どもと高齢者の交通事故防止
②自転車の安全利用の推進
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

運
動
重
点



広 告

編
集
・
発
行
　
紀
美
野
町
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
３
—
４
８
９
—
５
９
１
２

　
〒
６
４
０
—
１
１
９
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
３
—
４
８
９
—
２
５
１
０

　
和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町
動
木
２
８
７
　
　
　
　
　
　
　
		http://w

w
w
.tow

n.kim
ino.w

akayam
a.jp

2
0

1
3

. 4
　

広
報

き
み

の
　

第
8

8
号 未

婚
の
男
女
に
出
逢
い
の
場
を

提
供
し
よ
う
と
、
今
年
度
２
回
目

の
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
き

み
の
め
ぐ
り
愛　

春
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
３
月
10
日
、
サ

ン
リ
ゾ
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
か
れ
、町
内
外
か
ら
38
人（
男

性
15
人
、
女
性
23
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

寺
本
町
長
と
道
上
喜
紀
紀
美
野

町
商
工
会
青
年
部
長
に
よ
る
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
加
者
は
順

番
に
自
己
紹
介
（
１
組
２
分
間
）

し
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し

み
な
が
ら
お
互
い
に
交
流
を
深
め

ら
れ
、投
票
の
結
果
、３
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

㈱
日
立
製
作
所
の
協
賛
に
よ
り
、

名
刺
大
の
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
参

加
者
の
移
動
・
動
作
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
分
析
す
る
先
進

的
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
実
験
で
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を

基
に
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ッ
チ

ン
グ
率
向
上
等
を
目
的
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
ソ
フ
ト

の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
き
み
の
め
ぐ
り
愛　

春
」
開
か
れ
る
!!

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
度
、
行
政
相
談
委
員
を
退

任
さ
れ
た
中
絵
図
美
年
代
さ
ん
の

後
任
に
佐
野
育
子
さ
ん
（
紀
美
野

町
動
木
）
が
総
務
大
臣
よ
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

前
任
者
の
中
絵
図
美
年
代
さ
ん

は
、平
成
14
年
６
月
に
就
任
さ
れ
、

以
来
、
相
談
業
務
に
精
力
的
に
ご

活
躍
さ
れ
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。
又
、
森
谷
美
喜
子
さ
ん
（
紀

美
野
町
神
野
市
場
）
に
は
引
き
続

き
行
政
相
談
委
員
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
し
て
い
る
民
間
の
有
識
者

で
、
行
政
機
関
が
行
う
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
、
公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
必

要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解

決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
声
を
行
政
運
営
の
改
善
に
役

立
て
る
も
の
で
す
。

尚
、
平
成
25
年
度
か
ら
定
例
相

談
日
が
原
則
毎
月
第
３
木
曜
日
に

変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

今
月
の
定
例
相
談
日
は

　

４
月
18
日
（
木
）

　

中
央
公
民
館
及
び
美
里
支
所

午
後
１
時
～
午
後
３
時

新
し
い
行
政
相
談
委
員

佐
野
育
子
さ
ん
に
委
嘱

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生

生
石
高
原
山
焼
き
が
３
月
17

日
、
小
川
地
区
・
有
田
川
町
生
石

区
の
住
民
、
紀
美
野
町
・
有
田
川

町
消
防
団
員
、
本
町
・
有
田
川
町
・

県
職
員
ら
約
１
２
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
山
焼
き
は
、
ス
ス
キ
を
焼

く
こ
と
で
発
芽
を
促
進
し
、
草
原

の
再
生
を
図
る
目
的
に
平
成
14
年

度
か
ら
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

清
流
太
鼓
「
か
な
や
伝
々
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
の
あ

と
、
午
前
10
時
か
ら
仁
坂
和
歌
山

県
知
事
や
寺
本
町
長
・
有
田
川
町

の
中
山
町
長
ら
に
よ
る
火
入
れ
式

が
行
わ
れ
、
午
前
中
、
約
６
・
２

ha
が
焼
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

午
後
に
入
り
風
が
強
く
な
っ
て
き

た
た
め
、
午
後
の
部
の
山
焼
き
は

中
止
さ
れ
ま
し
た
。

山
頂
は
、
雄
大
な
山
焼
き
を
一

目
見
よ
う
と
訪
れ
た
観
光
客
や
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
約

１
，０
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
、
高

さ
約
10
ｍ
に
も
立
ち
昇
る
炎
に
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
岩
出

市
か
ら
家
族
連
れ
で
訪
れ
た
男
性

は
「
迫
力
満
点
で
し
た
。
来
年
も

是
非
来
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る

　

生
石
高
原
で
山
焼
き

火入れ式


